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教職研究　第 32号
立教大学教職課程 2019 年 3 月
１．問題の所在
近年の道徳の「特別教科」化問題（小学校は












































































































































































































































16 条 1 項によって「法律の定めるところによ
り行われる」国又は文科省の教育への支配とし





































































































































































































































































































































































3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
ず子どもたちの地域の「生活」から捉え、真理・
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真実の認識を育てる教育空間、実生活と結合す
3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3
る教育空間、自他の共同性と主体性を育てる地
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域と学校の集団の教育空間によって、本当の地
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域に根ざす教育課程・学校をつくる〈教育の方







































































































































『季刊人権問題』第 388 号、2017 年、本田
由紀「『資質・能力』のディストピア−全
域化する徳育−」民主教育研究所編『季





















究所『部落問題研究』第 221 輯、2017 年、
森田満夫「部落問題解決過程における教
育の役割考」部落問題研究所『人権と部






































































































































































第 31 号、2018 年、49-61 頁、参照。
